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はじめに
　筆者が在外研究としてスコットランドの旧都エディ
ンバラに滞在していた2004年10月9日は、大多数の
スコットランド人にとって感慨深い日であった。とい
うのは、5年前に復活したスコットランド議会の新しい
建物が完成し、この日に、落成を祝うセレモニーが女
王陛下を迎えて挙行されたからである。以下は、新ス
コットランド議会ビルの落成式の模様と議会ビルをめ
ぐる現地での評判、およびスコットランド人のナショ
ナル・アイデンティティにっいての筆者の雑感である。
旧スコットランド議会の復活と地方分権
　1603年にイングランド女王エリザベスー世が世継ぎ
のないまま死去したあと、父方からも母方からもテユー
ダー王家の血筋にっながるスコットランド国王ジェー
ムズ六世がイングランド国王を兼ねることになり、イ
ングランド国王ジェームズー世となる。同じ君主をい
ただく、いわゆる、同君連合である。そして、以後度
重なるイングランド側の桐喝や懐柔策が功を奏した結
果、1707年1月16日にスコットランド議会は、庶民
の間の圧倒的反対の声にもかかわらず、イングランド
議会と合同する法案を可決。5月1日に正式にスコッ
トランド議会は消滅し、大ブリテン連合王国議会の一
員となり、独立国家としてのスコットランド王国も消
滅する。この連合王国議会では、イングランドとウェー
ルズから選出された議員が合わせて513人だったのに
対して、スコットランド選出の議員はたった45人に過
ぎず、スコットランドは少数派として以後屈辱的な地
位におかれることになったのである。
　それから300年近く経た1999年になって、地方分
権を推進する労働党のブレア政権の決断により住民投
票が実施され、それまで廃止されていたスコットラン
ド議会が再びエディンバラに復活することに決まった
（賛成票は70％を超えた）。そして1999年に比例代表
による選挙が行なわれ、新議会がスタートした。これ
は、州の行政を司るいわゆる地方議会の復活ではなく、
旧スコットランド王国議会の復活なのであり、スコッ
トランドは外交、国防、財政などを除き、教育、医
療、福祉、運輸、警察、徴税、立法、予算配分などで
大幅な自治が認められるようになった。（同様の政策は
ウェールズ、北アイルランドに対しても実行された。）
連合王国議会におけるスコットランドの地位は1707年
の船出の当時に比べて近年はるかに向上してきていた
とは言え、民族も文化伝統も異なるスコットランド人
にとって、独立王国時代のスコットランド議会の復活
は積年の悲願であった。イングランドからの独立を望
む愛国的スコットランド人にとっては、まだ完全に満
足できないが、ブリティシュ（英国人）と呼ばれるこ
とを嫌うものの分離独立までは支持しない大方の現実
主義のスコットランド人にとっては、スコティシュ・
アイデンティティの拠り所として旧王国議会の復活は
充分満足のいく悲願の成就であったといってよい。（因
みに、2004年5，月に行なわれた輿論調査では独立を支
持するスコットランド人は34％、不支持は58％であっ
た。本年2005年5月6日に行なわれたばかりの、議会
復活後の初の総選挙でも、独立を党是とするスコット
ランド国民党の得票率は30％であった。）
　1999年の議会復活に先立っこと3年、1996年に保守
党のメージャー政権はスクーン（運命の石）を700年
振りにスコットランドに返還していた。スクーンとい
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うのは歴代スコットランド国王が戴冠式のときに座る
石の玉座のことである。この石は、1296年にスコッラ
ンドに攻め込んだイングランド国王エドワードー世に
よって持ち去られ、以後700年間もロンドンのウェス
トミンスター寺院に安置されていたのである。返還後、
現在は、宝冠、剣、笏の、スコットランド国王にとっ
てのいわゆる三種の神器とともにエディンバラ城内に
展示されている。このスクーンがスコットランド国民
の歴史的アイデンティティの象徴であるとしたら、ス
コットランド議会は現実の政治的社会的アイデンティ
ティの象徴ということになろう。
　スコットランドの分離独立に断固反対する保守党は、
スクーンの返還というスコティシュ・アイデンティティ
の文化的歴史的象徴の復活しか認めなかったが、現労
働党政権はスコットランドのみならず北アイルランド
やウェールズにも議会という政治的社会的アイデン
ティティの象徴の復活を認め、大幅な分権化を認める
ことによって、降り積もった民族の不満のガス抜きを
して、連合王国の統一を保とうとしているようである。
事実、この政策が功を奏して、たとえば、IRAの爆弾
テロ活動は、労働党政権になって以後、急速に沈静化
している。
スコットランド人のナショナル
　　　　　　　　　　　　　・アイデンティティ
　滞在中のいつの放送であったか失念してしまったが
（多分2004年5月か6月）、英国人（プリティシュ）（イ
ングランド人、ウェールズ人、スコットランド人、北
アイルランド人の総称）にとってナショナル・アイ
デンティティを最もよく具現する制度は何かという、
BBCによる輿論調査の結果が報告されていた。　r王室」
の33％を筆頭に「英国国軍」「BBC」「英国議会」「NHS
（国民保険サービス制度）」がそれぞれ10％前後で、トッ
プ・ファイヴとして挙げられていた。このところの王
室の人気の凋落は目を覆うばかりだが、イングランド
人に屈服させられた他の三地域の住民も含めて、現在
英国民全体に広く帰属意識を懐かせる制度は何かと問
われれば、こうした制度のほかにあるまい。
　大陸から移動してきたゲルマン民族であるアングロ・
サクソン人を主たる祖先とするイングランド人とは異
なり、スコットランド人はゲール語を話すブリテン島
先住のケルト人、およびアイルランド渡来のケルト人
を主たる祖先とする。だから、スコットランド人は、
上記4地域の住民を十把ひとからげにした呼称である
プリティシュと呼ばれることを嫌う。そのスコットラ
ンド人たちに、今スコティシュ・アイデンティティを
最も具現する制度は何かと問えば、復活したスコット
ランド議会を挙げるのではないかと思う。それにスコッ
トランド人と一口にいっても、北部高地のハイランド
人と南部低地のロウランド人では、伝統、文化、習慣
などが異なる。自分たち民族を統合するスコットラン
ド国王を失った今、ひとっの帰属意識を懐かせてくれ
る制度は、なによりも、新しく復活したスコットラン
ド議会であるに違いない。
　ナショナル・アイデンティティが最も鮮烈に意識さ
れるのは外敵の存在によってであろうから、一部のス
コットランド人にとってスコティシュ・アイデンティ
ティの拠り所は、軍隊かもしれない。イングランドと
の抗争を続けていた昔からスコットランド人、とりわ
けハイランド人は勇猛で名高く、しばしば、イングラ
ンド人を悩ませてきた。1739年結成の「ブラック・ウ
オッチ」と呼ばれるハイランド連隊は屈強であること
で知られ、英国国軍の一部に編入されてからも、先祖
代々この伝統ある連隊に所属することがスコットラン
ドの青年の名誉であり誇りとなってきた。ところが、
昨年、国防省は予算がらみで、全国の連隊を統廃合し、
再編成する必要上、この連隊を消滅させる案を発表し
た。案の定スコットランドの退役軍人らが中心となっ
て猛烈な反対運動が起こった。彼らのスコティシュ・
アイデンティティに火がついた格好になったわけだが、
国防省は「ブラック・ウオッチ」の名や伝統あるキル
トの制服を残すなどの妥協案を出しながら、結局は実
行に移すようである。スコットランド人のナショナル・
アイデンティティの拠り所のひとっであった伝統ある
連隊が消えようとしているのであるから、議会の復活
は彼らにとってますます意義深いものになっていくこ
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とは間違いあるまい。
新議会ビルの落成式
　さて、議会復活の年、1999年以来、今度は新しい議
会ビルが建設され、仮住まいのビルを1日も早く出て
引っ越す日が待ち望まれていた。スコットランド人に
とっては、その日こそが、名実ともに、スコットラン
ド議会の復活の日となると感じられていたからである。
そして新議会ビルは、文字通りスコティシュ・アイデ
ンティティの象徴となると期待されたからである。そ
の期待が、2004年10月9日にっいに実現する運びと
なったのである。
　当日は新議会ビルでのセレモニーに先立って、まず、
女王陛下臨席のもと、かつてイングランド議会との合
同以前にスコットランド議会がおかれていた建物で伝
統的なセレモニーが挙行された。スコットランドにお
けるプロテスタント教会の大本山ともいうべきセント・
ジャイルズ教会の隣に位置するこの建物は、現在は裁
判所として使われており、一般の観光客は立ち入りを
禁止されているのであるが、12年前にやはり1年間エ
ディンバラ大学で在外研究した折、法廷弁護士をして
いるスコットランド人の友人の好意で、特別に瞥見さ
せてもらったことがある。丘に餐える武骨なエディン
バラ城とも、華麗な宮殿（ホリルード・ハウス）とも
異なる雰囲気をもち、かってのスコットランド国王の
権威を感じさせる重厚かっ壮麗な議場であったことを
覚えている。
　その後、場所を新議会ビルに移して、様々なアトラ
クションをまじえたセレモニーが行なわれた。新議会
ビルはホリルード・ハウスのちょうど正面に位置して
おり、各界の名士たちはかって議場があったビルの前
からバグパイプを吹奏する楽隊などとともに、歩いて
6，7分の道のりを古い石畳を踏みしめながらパレード
した（城とホリルード・ハウスを結ぶこの石畳の道は
ロイヤル・マイルと呼ばれている）。パレードする名士
たちの中には、スコットランドの独立を党是とするス
コットランド国民党を支持する映画俳優ショーン・コ
ネリーの姿もあった。ロイヤル・マイルの両側は女王
や名士たちを歓呼して迎える鈴なりの市民や観光客た
ちであふれていた。
　新議場では女王のお祝いのスピーチに続き、スコッ
トランドの民族衣装であるタータンのキルトを纏って
正装した議会議長やファースト・ミニスター（英国議
会の首相であるプライム・ミニスターに相当する）の
落成を祝う各スピーチがあった。その後、スコットラ
ンドの女流詩人による詩の朗読、スコットランドの古
歌の合唱、クラシックのミニ・コンサートなどがあった。
毎年エディンバラで開かれる若年者の演奏コンテスト
で最優秀賞を得たばかりの17歳の女流ヴァイオリニス
ト、ニコラ・ヴェネデェティの演奏もあった。最後は
出席者全員が手をっなぎ、スコットランド民謡「楽し
かった昔」Auld　Lang　Syne（Old　long　Since）（すなわち「蛍
の光」）を歌ってしめくくられた。
　こう書いてくるとなんだかその場に居合わせたよう
な書き振りであるが、無論、当日、新議場に入ること
ができたのは、特別に招待された人たちだけである。
筆者はBBCテレビによる中継録画を観ただけである。
鈴なりの市民たちにまじって、ロイヤル・マイルのパ
レードは一部見学したが。
新議会ビルの評判
　ところで、新議会ビルは、スコティシュ・アイデンティ
ティの象徴となると期待されていた、と上で書いたが、
議会ビル落成の喜びとは裏腹に、なんとも評判が悪い
のである。第一に、当初2002年に完成予定だった工
期が2年以上も延長され、セレモニーが挙行される日
の直前まで完成があやぶまれるほどであった。工費も
1億9500万ポンド（約390億円）くらいで最終的に落
ち着くと思われていたのが、2倍以上の4億3100万ポ
ンド（約862億円）にまで膨れ上がった（7年前の最初
の予算では80億円くらいと見込んでいたらしい。だと
すると、10倍以⊥に膨れ上がったことになる）。昔から、
倹約家、悪く言えばしみったれであることで有名なス
コットランド人にとって、この税金の無駄遣いは我慢
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がならないことであったようだ。しかもその後、議員
や職員が引っ越してきてからわかった建物の欠陥や不
都合などのトラブルの件数が、地元紙によれば、なん
と3万3000箇所を越えるというのである。建設委員
会のメンバーはその責任を厳しく糾弾されていた。完
成直後に建物にペンキが吹き付けられるという騒ぎも
あった。
　不評の原因は、スペイン人設計士（完成前に死亡）
の手になる建物の外観のデザインにもある。先に触れ
たように、新議会ビルが位置するのは、城から古い石
畳のロイヤル・マイルを下りきったところである。こ
のあたりは現在でも女王陛下が宿泊される由緒ある宮
殿、ホリルード・ハウスの真正面にあたり、とりわけ
古い家屋の並ぶ地域である。ところが、新議会ビルは
周囲の古い歴史的な景観とはまことに不似合いな近代
的なデザインのビルなのである。窓枠にいくっも取り
付けられた装飾のためのパネルは、公式にはその形状
から「引き金（トリガー・）パネル」と呼ばれている
ということであるが、「引き金というよりはピストル、
あるいはドライヤーに、いやクエスチョン・マークに
も似ている」と、地元紙で椰楡されていた。筆者の友
人のスコットランド人の一人も、このビルのことを話
題に持ち出すととたんに顔をしかめ「Horrible！」と吐
き捨てるように言っていたのを思い出す。議会ビルの
すぐ側にあるアーサーズ・シートという丘の頂上から
見下ろすと、議会ビルというよりは、万博のパビリオ
ンのように見えなくもない。
　エディンバラは街全体が世界遺産に指定されている
くらい、古い美しい街である。日本で言えば京都に匹
敵するようなかってのスコットランドの首都である。
そのアナロジーであろうか、訪ねてきた同僚の一人は
古都に不似合いなこの新議会ビルを見て、「京都の駅ビ
ルみたいものですね」と感想をもらした。あと10年も
して、コンクリートに苔むしてくれば評価も変わるか
もしれないが、今のところ、周囲の景観と調和してい
るとはおせじにも言い難い、というのが大方の意見で
あるようだ。
　新議会ビルの欠陥をあげっらう地元紙はさらにこん
なことまで報じていた。新議会ビルの地下食堂で売ら
れているサンドイッチがイングランド産であるという
ことがわかって抗議の声が上がっているというのであ
る。食堂の責任者はコストと味や質のことを考慮して
ロンドンの業者を選定したらしいのだが、その日のう
ちに消費すべき食料品を380マイルも離れたところか
らわざわざ運んでくるという衛生上の問題もさりなが
ら、抗議する人たちが一番腹に据えかねたのは、何事
であれ「Scotland’snest」を第一に称揚すべきスコッ
トランド議会のお膝元の食堂で、こともあろうにイン
グランド産のサンドイッチを提供しているとは何事か、
ということらしい。いまだに何かにっけイングランド
に対抗意識を燃やすスコットランド人にとって、高が
サンドイッチの問題でも、決して看過できないのであ
る。食堂業者は早速スコティシュ・メイドのサンドイッ
チに代えることを約束させられたとのことであった。
　　　　　　　　1　　　N世界遺産の街の異物
　というような次第で、スコティシュ・アイデンティ
ティの象徴となることを期待して建てられた議会ビル
は今のところ大方のエディンバラ市民にも観光客にも、
いろんな点で評判は決して上々とは言えないのである。
エディンバラに限らず、古都に斬新なビルが建設され
ると、当初はその違和感から様々な賛否両論が持ち上
がるのはいたし方のないことであろう。しかし、皮肉
な観方になるかもしれないが、筆者などは、その違和
感こそが、イングランド議会に事実上力ずくで合同さ
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せられた、民族の屈辱的歴史を否が応でも思い出させ
る縁（よすが）になるという点では、かえってよいの
ではないかと思わないでもない。どうしてこんな場所
にこんな建物が建っことになったのかを思い起こせば、
イングランドに対抗してきた民族の歴史におのずから
思い至ることになるのであるから。
　周知のように18世紀にスコットランドでは、今日「ス
コットランド啓蒙」と呼ばれる思想や学術、技術や藝
術が華開いた。この世紀にスコットランドではイング
ランドを圧倒する数の、いやヨーロッパの知識人たち
をも瞠目させたすぐれた人材が綺羅星のごとく輩出し
たのである。経験論を究極にまで推し進め、その懐疑
主義哲学によってカントをして「独断のまどろみから
目覚めた」と言わしめた哲学者のディヴィド・ヒューム、
r国富論』で有名な経済学者アダム・スミス、法律家で
文藝や農業改良に関する古典的書物も著したケイムズ
卿ことヘンリー・ヒューム、小説家のウォルター・スコッ
ト、宮廷肖像画家のアラン・ラムジー、近代地質学の
ジェイムズ・ハットン、世界的建築家ロバート・アダム、
蒸気機関の発明者ジェイムズ・ワット、社会学の祖と
いわれるジョン・ミラーなどはそのほんの一部である。
エディンバラはグラスゴーやアバディーンなどととも
にスコッランド啓蒙の中心地のひとっであった。街は
古いが、当時世界をリードする新しい学藝が誕生した
街であったのだ。
　スコットランドの知識人の間では、民族のこうした
学藝上の優秀性がいまだに誇りであり、スコッティ
シュ・アイデンティティのひとつの拠り所になってき
たといわれている。18世紀に華開いたこのスコットラ
ンド啓蒙の発生にっいては、カルヴィニズムによる宗
教上の締め付けがこの世紀になって緩和されたことを
はじめ、さまざまな然るべき理由が指摘されている。
しかしこの層を成した圧倒的数の知識人の輩出は、歴
史上、文化上の奇跡と呼ぶのが最もふさわしいように
筆者などには思われる。奇跡だとすれば二度起こるこ
とはないということになるが、それにしてもクローン
羊のドーリやハリー・ポッターの作者の街としてだけ
ではなく、新たな文化を発信する都市となるためには、
そして世界遺産として観光の街に安住しないためには、
新議会ビルのような違和感もひとっの刺激として、こ
の古い美しい街には必要なのかもしれない。それがス
コッティシュ・アイデンティティの象徴である議会ビ
ルであればなおさらのこと、とブラックフォードの丘
から市街を見下ろしながらとりとめもなく思った次第
である。　　　　　　　　　　　　　　　．
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